


大
館
市
・
比
内
町
・
田
代
町
合
併
協
定
調
印
式
が
１１
月
２９
日（
月
）午
前
１０
時
３０

分
か
ら
秋
北
ホ
テ
ル
孔
雀
の
間
に
お
い
て
、
合
併
協
議
会
委
員
を
は
じ
め
１
市
２

町
の
議
会
議
員
な
ど
約
１
３
０
人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

調
印
式
は
出
島
雄
蔵
・
比
内
町
助
役

の
開
式
の
辞
に
よ
り
開
会
し
、
来
賓
の

紹
介
や
佐
藤
忠
信
・
大
館
市
助
役
に
よ

る
こ
れ
ま
で
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
の

報
告
の
後
、
各
首
長
を
は
じ
め
特
別
立

会
人
の
寺
田
典
城
・
秋
田
県
知
事
や
各

市
町
議
会
議
長
に
よ
り
、
合
併
協
議
会

で
確
認
し
た
５２
項
目
を
記
し
た
協
定
書

へ
の
署
名
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
署
名
終

了
後
は
、
知
事
と
各
首
長
が
固
い
握
手

を
交
わ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
首
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
来
賓
の
寺
田
知
事
と
鈴
木
洋

一
・
秋
田
県
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
、
最
後
は
田
村
正
己
・
田
代
町

助
役
の
閉
式
の
辞
に
よ
り
、
調
印
式
は

無
事
終
了
し
ま
し
た
。
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１１
市市
２２
町町
がが
合合
併併
協協
定定
書書
にに
調調
印印

調印式

左から佐藤比内町長、寺田秋田県知事、小畑大館市長、吉田田代町長

１市２町の首長が調印した合併協定書



■小畑元・大館市長
１市２町は、少子高齢化など数々の行政課題を一体となって克服するために合併を選択した。合併に
より行財政基盤をより強固なものにし、先人の築いたこの郷土をさらに素晴らしい郷土にして後世に引
き継いでいきたい。新市のまちづくりの根幹となる建設計画により、地域の特性を十分に生かしながら
新たな可能性を導きだし、住民の皆様が安心して豊かに暮らしていける新大館市を築き上げていくため、
関係者一丸となって計画の実現を目指したい。

■佐藤賢一郎・比内町長
比内町は、住民投票の結果を踏まえながら途中から合併協議に参加したが、大館市・田代町が快く受
け入れてくれたことに改めて感謝したい。１市２町は、あらゆる面ですでに一体の感がある。地域が１
つとなって新しいまちづくりに邁進すれば、新市は『２１世紀に飛翔する環境先端都市』として大きく発
展していくものと確信している。今日が新市発足に向けての出発だ。みんなが合併してよかったと思え
るよう、これからも一緒に頑張っていくことを誓う。

■吉田光明・田代町長
住民の代表である議会選出の委員、経済界や町民の委員のみなさんと議論を尽くして今日の調印にこ
ぎ着け、万感胸に迫る思いがある。圏域の住民の皆様に合併は成功だったと認めていただくためには、
合併に向けた取り組み、そして新市ができてからの取り組みが判断材料となる。今日はあくまでも新市
発足に向けた第一歩であり、６月２０日の合併に向け、私どもは一生懸命努力する。これからも皆様のご
指導ご協力をお願いしたい。

■寺田典城・秋田県知事
調印を目の当たりにし、思い深いものがある。小異を捨て、将来を見越して合併するという決断のも
と行動したと思う。各市町議会の議員、協議会委員のみならず、地域住民もそういう選択をせざるを得
ないという流れの中で、この合併は進んでいるのではないか。これからもさまざまな手続きはあるが、
合併によって夢のある発展のできるまちであってほしい。県としても最大限サポートしていきたいので、
何なりと申し付けいただきたい。

■鈴木洋一・秋田県議会議長
自分も大館の一市民であり、調印式に大きな喜びと厳粛な気持ちで参加している。関係者の方々のこ
れまでの努力に深い敬意を表するとともに心から感謝を申し上げたい。１市２町の合併に向けてのこれ
までの道は平坦ではなかった。関係者の努力により協議が続けられ、調印式を迎えられたことは、地域
住民が理解を示し、合併を受け入れた結果だと思う。県議会としても、国の動向を注視しながら皆様と
力を合わせ、積極的な行動を展開してまいりたい。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆各各各各各各各各各各首首首首首首首首首首長長長長長長長長長長ああああああああああいいいいいいいいいいささささささささささつつつつつつつつつつ・・・・・・・・・・来来来来来来来来来来賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓のののののののののの祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

鈴木県議会議長による祝辞

各首長あいさつ・来賓の祝辞

寺田知事による祝辞
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大
館
市
・
比
内
町
・
田
代
町
の
各
議
会
で
１２
月
１５

日
、
合
併
に
関
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
合
併
に
関
す
る
議
案
の
提
出
は
１１
月
２９
日

の
合
併
協
定
調
印
式
で
、
各
首
長
が
合
併
協
定
書
に

調
印
を
し
た
こ
と
を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、「
市

町
の
廃
置
分
合
に
つ
い
て
」
な
ど
４
議
案
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
市
町
議
会
と
も
賛
成
多

数
で
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

大館圏域合併共同研究会（全１０回開催）
任意合併協議会設置準備会（全４回開催）
第１回大館市・比内町・田代町・小坂町任意合併協議会
（県の合併重点地域指定を受ける）
新市将来構想検討委員会（全３回）
第４回任意合併協議会で、比内町と小坂町の退会を承認
大館市・田代町の各臨時議会において、大館市・田代町合併協議会設置に関す
る議決
大館市・田代町合併協議会設置協議書署名式
第１回大館市・田代町合併協議会
比内町で合併について町民の意思を問う住民投票を実施
即日開票の結果、賛成が過半数
比内町長・町議会議長が、大館市長・市議会議長、田代町長・町議会議長を訪
問し、大館市・田代町合併協議会への参加を申し入れ
大館市、比内町及び田代町が「合併協議に関する協定書」を締結
比内町議会において「大館市・比内町・田代町合併協議会への加入について」
を賛成多数で可決
大館市議会及び田代町議会において、大館市・田代町合併協議会への比内町の
加入に関する議案を賛成多数で可決
比内町が合併協議会へ加入
第７回合併協議会で、議員の任期・定数の取扱いなどを確認
第８回合併協議会で、合併の期日を平成１７年６月２０日とすることを確認
第１１回合併協議会で、保育料の取扱いなどを確認
第１３回合併協議会で、基金の取扱いなどを確認
新市建設計画の作成について秋田県知事に本協議
新市建設計画の作成について秋田県知事から異存なき回答
第１４回合併協議会で、新市建設計画案を確認
合併協定調印式
大館市、比内町及び田代町の各１２月定例議会において、廃置分合に関する関連
議案を可決
大館市長、比内町長及び田代町長が、秋田県知事に廃置分合申請

平成１４年４月～１５年２月
平成１５年４月～７月

７月１４日

７月～８月
１２月２６日

平成１６年２月１７日

２月１７日
３月２日

５月２３日

６月８日

６月１１日

６月１８日

６月２３日～２５日

７月１日
８月２日
８月２４日
１０月１２日
１１月８日
１１月９日
１１月１６日
１１月２２日
１１月２９日

１２月１５日

１２月２１日
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各
市
町
議
会
で
合
併

関
連
議
案
を
可
決

各各
市市
町町
議議
会会
でで
合合
併併

関関
連連
議議
案案
をを
可可
決決

合併議決・これまでの経過

ここれれままででのの主主なな経経過過



大
館
市
・
比
内
町
・
田
代
町
は
、
１２
月
１５
日
に
各
市
町
議
会
で
廃
置
分
合（
合
併
）に
関
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
１２
月
２１
日
寺
田
秋
田
県
知
事
に
廃
置
分
合
の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
県
議
会
で
の
審
議
・
可
決
を
経
て
、
寺
田
知
事
が
総
務
大
臣
へ
届
け
出
を
行
い
、
４
月
ご
ろ
に
は
総
務
大
臣
に

よ
る
合
併
の
告
示
が
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
１４
回
協
議
会
が
１１
月
２２
日（
月
）午

後
１
時
３０
分
か
ら
田
代
町
総
合
開
発
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
合
併
協
議
会
で
確
認
さ

れ
て
き
た
全
項
目
を
ま
と
め
た
合
併
協

定
書
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
後
、
秋
田

県
知
事
へ
の
正
式
協
議
の
た
め
継
続
協

議
と
な
っ
て
い
た
新
市
建
設
計
画
の
内

容
に
つ
い
て
、
知
事
か
ら
異
存
が
な
い

と
の
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ
の
知
事

の
異
存
な
し
の
回
答
を
も
っ
て
協
議
会

で
最
終
的
に
確
認
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り

合
併
協
定
の
全
項
目
の
協
議
が
終
了
し

ま
し
た
。

第
１５
回
協
議
会
が
１１
月
２９
日（
月
）午

前
９
時
か
ら
秋
北
ホ
テ
ル
２
階
孔
雀
の

間
で
開
催
さ
れ
、
同
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
開
催
さ
れ
る
合
併
協
定
調
印
式
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

合
併
協
定
調
印
式
に
先
立
っ
て
、首
長
・

議
長
を
除
く
協
議
会
委
員
全
員
が
、合
併

協
定
書
に
立
会
人
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

秋
田
県
知
事
に
合
併
の
申
請
を
行
い
ま
し
た

第
１４
回
合
併
協
議
会
内
容

平
成
１６
年
１１
月
２２
日

県へ合併申請・協議内容案件

第
１５
回
合
併
協
議
会
内
容

平
成
１６
年
１１
月
２９
日
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合 併
予定日

１７．１．１１

１７．３．２２

１７．３．２２

１７．３．２２

１７．３．２２

１７．３．２２

１７．３．２２

１７．３末
まで

１７．６．２０

１７．１０．１

１７．１０．１１

未 定

未 定

合 併 期 日

１６．１１．１

新市町の
名 称

秋田市

由利本荘市
（ゆりほんじょうし）

大仙市
（だいせんし）

湯沢市

潟上市
（かたがみし）

北秋田市

男鹿市

仙北市
（せんぼくし）

大館市

湖東町
（ことうちょう）

白神市

にかほ市

横手市

面積計
（km２）

１６８

面積計
（km２）

９０６

１，２０９

８６７

７９１

９８

１，１５３

２４１

１，０９４

９１４

２８０

９０９

２４１

６９４

人 口 計

２４，２０７

人 口 計

３３６，６４６

９２，８４３

９８，３２６

５８，５０４

３５，７１１

４２，０５０

３８，１３０

３３，５６５

８６，２８８

２６，０２１

９７，０４７

３０，３４７

１０９，００４

構 成 市 町 村

六郷町・千畑町・仙南村

構 成 市 町 村

秋田市・河辺町・雄和町

本荘市・矢島町・岩城町・由利町
西目町・鳥海町・東由利町・大内町

大曲市・神岡町・西仙北町・中仙町
協和町・南外村・仙北町・太田町

湯沢市・稲川町・雄勝町・皆瀬村

天王町・昭和町・飯田川町

鷹巣町・森吉町・阿仁町・合川町

男鹿市・若美町

角館町・田沢湖町・西木村

大館市・比内町・田代町

五城目町・八郎潟町・井川町 ＊１

能代市・琴丘町・二ツ井町・八森
町・山本町・八竜町・峰浜村 ＊２

仁賀保町・金浦町・象潟町

横手市・増田町・平鹿町・雄物川町
大森町・十文字町・大雄村・山内村 ＊３

新 市 町 の 名 称

美郷町（みさとちょう）

協 議 会 の 名 称

秋田市・河辺町・雄和町
合併協議会

本荘由利一市七町合併協議会

大 曲 仙 北 合 併 協 議 会

湯 沢 雄 勝 合 併 協 議 会

天王町・昭和町・飯田川町
合併協議会

鷹巣阿仁地域合併協議会

男鹿市若美町合併協議会

田 沢 湖 ・ 角 館 ・ 西 木
合併協議会

大館市・比内町・田代町
合併協議会

五城目町・八郎潟町・井川町
合併協議会

能代山本市町村合併協議会

仁賀保町・金浦町・象潟町
合併協議会

横手平鹿合併協議会※

�

県内の合併協議会の状況 平成１６年１２月２１日現在

＊１ 井川町は１２月２０日の正副会長会議で、合併協議会からの退会を表明
＊２ 能代市は１２月１０日の合併協議会で、合併協議会からの退会を表明
＊３ 増田町は１２月２１日の合併協議会で、合併協議会からの退会を表明
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人口は平成１２年国勢調査

県内における合併協議会の状況・新市の概要

新市の概要

１．既に合併した市町村

２．合併を予定している市町村

新市の広さは、おおよそ東西３５km、南北５０km
で、面積９１３．７km2 となり、人口は８６，０００人あま
りとなります。
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